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「のざきまい り」 に見 る庶民参詣の娯楽性
AmusementofthecommonpeopletemplevisitinNOZAKIMAIRI
新 矢 昌 昭
要 旨
「の ざきまい り」 の一つの特色 は,宗 教性 よ りも娯楽性が顕著 なことであ り,元 禄期 よ り環境 の変
化に もかかわ らず娯楽性 が継続 し人 々に受容 されてい ることである。 では,何 故 この娯楽性 が継続 し
受容されてきたのだろうか。 ここでは,近 世か ら現在 までの野崎まいりを概観 し,こ の要 因を特 に人 々
の娯楽 的な欲求か ら考察 する。
キ ー ワー ド:野 崎 観音,「 の ざ き ま い り」,娯 楽 性,流 行。
はじめに
本稿の目的は,生 駒山地の麓大阪府大東市に
























ある。従 って,「 のざきまいり」 も近世期の開
帳 ・縁 日と同じく,開 帳 ・縁 日の現世利益に旅
や浄瑠璃など庶民の娯楽 と結びつ くことで流行








「のざきまいり」 とは,寺 のパ ンフレットに
よると5月1日 から5月10日(旧 暦は,4月1



































結果,近 世仏教が 「葬式仏教」化 してしまうこ



































もな く本山 も持たない場合 もあったのである
(圭室1977:167)。 従 って,経 営基盤が確固と
していない中小寺院が,主 にこの縁 日 ・開帳を













り,そ のため人を多 く集めるための見世物 ・出
し物を同時に開くようになったのである。寄付
や賽銭は,(中 略)寺 社の修造費 ・建築費を得
るために集められ,開 帳はその手段でもあった
が,そ の側面がさらに強調されることとなった































































































































路の堤を直行 したか ら,か つて池辺を廻 ったよ
りも近 くなった」のである(大 東市史1973:
395)。 また,徳 庵堤から観音浜までは陸路,水





るふ し,浪 花津の老少,こ こに群 じ,あ るは川
舟に棹さして,道 ゆく人と言葉戦ひして,詣 す
る輩多 し。是 を野崎参と云」 とあるように,
「ふ り売 りげんか」は 「のざきまいり」 とセ ッ
トで捉え られていた。





方言』に 「四月 朔日 二 日より八日迄,野 崎












山がて らのだて参 り(中 略)。 野崎観音堂







ここか ら伺 うことができるのは,「 のざきま








































語 られている。恐 らく半二は,「 『お染久松』
の物語ができて,そ の舞台 となった野崎が有名
になったのではなく,野 崎参 りが盛んになった























ていったこと,そ して 「ふり売 りげんか」が生
まれたことからわかる。 このように 「元来は観
音仏への熱烈な信仰と結びついていたであろう























3落 語 「の ざき まい り」 と
東海 林太 郎 「野 崎小 唄」
「のざきまいり」は,明 治 に入ると一つの大
きな変化を迎える。それは鉄道の開設である。
現在鉄道は,京 橋か ら木津を結ぶJR学 研都市
線(旧 片町線)で ある。明治28年 に開通 した鉄
道会社は私鉄浪花鉄道であった。野崎には駅が






引 野崎観音 と觀音と生駒詣 り 門前假驛設置
臨時愾車増發」(『大阪時事新報』,明 治39年













ひ しが,今 は多 く汽車に依 り此の事廢れき」
(大阪府編1903:946)と,舟 での 「のざきま




この落語は,桂 春團冶の 「お家芸」 と言われ
ている。何時落語として成立 したのかはわか ら
ないが,初 代桂春團冶の生年没が明治11年(18




「のざきまい り」は,娯 楽 ・物見遊山的な気分
を人々に伝えたと思われ,流 行の波につながっ
たと思われる。
この 「のざきまいり」は,徳 庵堤での 「ふ り
売 りげんか」 をモチーフとする,「 喜六」 と
「のざきまいり」に見る庶民参詣の娯楽性29
「清 八 」 が 繰 り広 げ る面 白 おか しい や りと りで
あ る。 次 に 紹 介 す る最 初 の 導 入(マ ク ラ13))の
箇 所 は,現 代 の もので あ りい ろい ろ とア レ ン ジ
さ れ て は い る と思 わ れ るが,い きい き と往 時 の
「の ざ き ま い り」 と 「ふ り売 りげ ん か 」 を伝 え
て くれ る。
五 月 の一 日か ら,向 こ お十 日間 で ご ざい ま
すが,い わゆ る と ころの 「野 崎参 り」 とい う
や つ で ござ い ます ね え。 た いへ ん に参 詣人
で賑 わ い を みせ る わ けで ご ざ い ます が,こ
ら あ も お今 も昔 も変 わ りが ご ざ い ませ ん。
こ こに ご ざい ま した,わ れ わ れ 同 様 とい う
大 阪の いた って呑 気 な連 中 で ご ざい ます が,
二人 連 れ で ござ い ます 「え え時 候 にな った
ん で,ひ とつ野 崎 さん へ ご参 詣 しょ～ や な
い か」 ま あち ょ～ どえ え ピクニ ック代 わ り
ち ゅうんです か な あ,ハ イ キ ング と して え え
コー ス や った ん で ご ざ い ます ね え。(中 略)
片 町 か ら京橋,さ て徳 庵 堤 にか か って まい
ります とい うと,な ん と 申 しま して も も お
大 勢 の 人 で ござ い ます 。 い わ ゆ る と こ ろの
主 従 無 礼 講 とい うやつ,ワ ァワ ァ言 いな が
らや って ま い ります,そ の道 中の 陽 お気 な
こ と… … ♪(中 略)。
(清 八)昔 か ら 「日本 の三 参 り」 ち ゅ うて
(喜六)「 日本 の三 詣 り」 と は?(清 八)京
都 は祇 園 さん の 「お け ら参 り」 四国 は讃 岐
の国,金 毘 羅 さん の 「鞘 橋 の行 き違 い」 そ
して,こ の 「野 崎参 り」 や。 こ の三 参 りだ
け は,何 ぼ 口で 喧 嘩 して も手 えひ とつ 出 さ
ん ち ゅ う,口 だ け の喧 嘩 や,口 喧 嘩 や 。 そ
の 年 の 口喧 嘩 に勝 った らそ の年 の運 がえ え,
運 定 め の 口喧 嘩 や れ っち ゅ う ね ん(「 上 方
落 語 メ モ 第 三 集 」,http:〃homepage3.ni
fty.com/rakugo/kamigata/rakug124.
htm)o
マ クラか らは,「 の ざき ま い り」 が 「ピクニ ッ







堅 く守 らされた」のであった(大 東市史1973:

















































参 りは 屋形船でまいう どこを向いて も 菜











らは,遊 園地(公 園)を 作ろうとしていたこと,
小唄はそのPR用 であったことがわかる。野崎
観音の遊園地とは凡そ次のようなものであった。
「長 さニーメー トルのつ り橋や,三 カ所の展望
台 もつ くられ,西 方はるかに広々とした河内平
野のながめは美 しい」(牧 村1965:102)。 現在






















ばか りで何もなかった。(人 が多 くなるのは)















たこと。お参りが戦前から多 く,戦 後は 「落ち
着いてから相当盛ん」になってきたことが述べ
られている。また,「 のざきまいり」の人出が





























「パ ン フ レ ッ トに あ る よ うな イ ベ ン トは10数
年 位 前 か ら行 うよ うに な っ た。 一 日目 は,主 に
音 楽 。 そ れ は音 楽 が好 き だか ら。2日 は特 に決
ま って い な くて,3か ら5日 は大 道 芸,5日 は
落 語,6日 は休 み で,7,8日 は子 ど も歌 舞 伎,
素 人 歌 舞 伎 な どを主 に行 って い る。 イベ ン トを
多 く した の が,大 東 市 が廃 れ て き たか ら。 みん
な に 来 て も らい た い し,広 げ た い と思 って 」。
「一 峰 和 尚 は,『 重 要 文 化 財 もな い,た だ来 て よ
か った と思 って も らい た い。 何 を信 仰 しよ うと
そ の人 の心 の救 い。 た だ人 か ら金 を取 る宗 教 は
だ め。(中 略)』 とい つ も言 って い た」。 「一 峰 和
尚 の や り方 は無 理 だ け れ ど も,今 の あ り方 に変
え て い って い る。 で き る だ け,一 峰 和 尚 の意 思
をつ い で い き た い。 ホ ッと で き る癒 しの場 で あ
りた い。 次 世 代 の た め に も。 若 い人 に も っ と来
て も らい た い」。
Bさ ん の お話 か らは,特 に現 代 の人 々 に合 う
よ うな娯 楽 性 を提 供 して い こ う とす る姿 勢 が伺
わ れ る。 こ こに 「の ざき ま い り」 が,環 境 の変
化 に応 え て継 続 して い る大 き な要 因 が あ る。 そ
の意 味 で は 「の ざ きま い り」 の娯 楽 性 とい う伝
統 が近 世 か ら一 貫 して い る と言 え よ う。 ちな み
に2005,6年 の 「の ざき ま い り」 の イ ベ ン ト18)
は次 の よ うな もの で あ った。
日 曜 日 催 し 物 内 容
1 日 蓄音機 で聴 くの ざきまい り 蓄音 機 で聴 くSP盤 野 崎小 唄,ク ラ ッ シ ッ ク,JAZZ,etc。
人権展(～5日)。
月 野崎まい り寄席。 三 代 目,桂 春團治,演 目 「野崎まい り」。
の ざきまい り奉納 ライブ。
2 月 奉納舞踊 「のざきまいq」。 「の ざきまい り」 と 「観音様」 をテーマ とした創作 舞踊。
昔 なつか し大道芸(～5日) 仕事を持 ちなが ら,「 ガマの油売 り」「チ ン ドン屋」 「南京
玉すだれ」 「手品」 な どの大道芸 に取 り組 む,ア マチ ュア
の グループ。
火 奉納蓄音機ライブ 蓄音機 で聴 くSP盤 の数 々との ざきまい りジ ャズ ライ ブ,




3 火 人 権 ミニ コ ンサ ー ト
昔 なつか し大道芸(～6日) 南京 たますだれ,蝦 蟇 の油売 り,獅 子舞,こ ま回 し,他,
大道芸数 々。
4
5 木 奉納落語会 「の ざきまい り」 泉笑会。 今年 で28年 。 「の ざきま いり」 に奉納 落語 を続 けて きた社
会人 による落語。
金 奉納落語会 「の ざきまいり」 泉笑会。
6 金 奉納澪つ くし歌舞伎 新版歌 祭文 「野
崎村の場」(～7日)。
仕事 を持 ちなが ら歌舞伎 に親 しむ グループによる 「お染久
松」 と子 ど も歌舞伎。
土 吉純美派若柳,奉 納舞踊 野崎小 唄他。
奉納澪つ くし歌舞伎 新版歌祭文 「野
崎村の場」(～7日)。
子 ど も歌舞伎。
7 花 まつ り(～9日)。 甘茶接待。
8 日 ようかび奉納 ライ ブ 『独楽』 による若 さあふれ る和楽器 と民謡。
月 ようかび奉納 ライブ 独楽 の和太鼓,津 軽三味線,民 謡。
10 月
'無縁経法要
有縁,無 縁すべての もの に対す る感謝 の法要。
火





ら 「朝のお経」があり,2005年 と2006年 のパ ン
























にこの姿勢は,野 崎観音その ものの特色を現 し
ていると思われる。




娯楽は,江 戸期では気軽な旅,浄 瑠璃,歌 舞伎,
そして名物となった 「ふり売 りげんか」,明 治





き な流 行 の 波 が 見 られ な い の は,庶 民 の 娯 楽 が
多 様 化 して い るか らに他 な らな い。 また この こ
とは,不 特 定 多数 の人 々 を対 象 と して い る宗 教
と共 通 した 問 題 で もあ る。 それ は若 者 へ の 世 代
交 代 で あ る 。 しか しな が ら,こ の 世 代 交 代 は
「の ざ き ま い り」 が 不 特 定 多数 の 人 々 を対 象 と
して い るの で 流 動 的 で あ る。 今 後,若 者 を 意 識
し多 様性 に 合 わ せ た イ ベ ン トに切 り替 え て い く
の が い い の だ ろ うが,そ れ で は寺 の伝 統 が な く
な るだ ろ う。 今 後 も この意 味 で の試 行 錯 誤 は続
くと思 わ れ るが,し か し少 な くと も寺 側 の 姿 勢
が もっ と人 々 に伝 わ って欲 しい と思 われ る。
注
1)「 の ざきま い り」 は,「 野崎 まい り」 などの表
記 もあ るが,こ こで は寺のパ ンフレ ットに従 う。
2)ま た,安 丸 は 「江戸時代 の宗教史 の一つ の特
色 は,宗 派 と しての仏教 が葬 祭を掌握す る制 度
的 な位置 を与 え られて普及 したのに対 して,そ
の よ うな仏教 では満た され ることの できない民
衆 の宗教 的願望 に対応 して,民 俗宗教 が多様 に
分化発展 したことにあった」 と言 う(安 丸1986:
:')。 寺院 の縁 日,開 帳 も基本的は民俗宗教で
あ り,民 衆 の宗教的願望 に他な らない。
3)藤 井学 は,こ うした縁 日,開 帳 を もよお した
寺 院 は 中世 的 な大寺 院 が多 か った と して い る
(藤井1973:580)。 しか し,江 戸期 に再 興 され
た り信 仰 された りした寺 院は,基 本 的に寺禄が
な く,寺 壇 制が施行 されてか らは檀家 を獲得す
る ことが望 めなか ったので経営的 に苦 しか った
ので はな いだろうか。
4)ま た鴻 池は,「 開帳の成功 ・不成功 の鍵 は,期
間中の天候 ・開帳場所の条件 ・寺社 の由緒格式 ・
披露 され る宝物 の評判,開 帳 に付随す る見世物 ・
芝居 等 の人 気であ ったといえ よう」 と指摘 して
いる(鴻 池1987:39)。
5)大 和 郡 山郡 山藩本多氏 が野崎 の領 主であ った
こ とか ら,野 崎観音 は本多氏 の菩提 寺であ る東
慶寺 の末寺 とな っていた。 本多氏 が移封す るに
あた り一 時は本寺 を もたない 「無本寺」 とな っ
ていたが,無 本寺 が認 め られ な くな ったので 同
じく本寺 を東慶寺 と してい た山城地 蔵院の末寺
にな った。 この本末 関係 は寺格 ではな く,幕 府
の寺 院統制 に対す る便宜 的な ものであ った(大
東市史1973:452)。
6)檀 家が少 なか ったことは,お 寺 の関係者 か ら
の聞 き取 りか ら も聴 くことが できた。な おこの
傾 向は現 在で も同 じで ある ことが イ ンタ ビュー
か ら聞 くことがで きた。「この寺 は檀家 が少 ない
『観光寺』で,特 に檀家 とそれ以外 の人 との区別
は,特 別 には して いな い」(B和 尚,C和 尚,20
05年3月23日 インタ ビュー)。
7)こ の本 多家の話 は,A和 尚か らも聞 くこ とが
できた(2005年3月20日 イ ンタビュー)。
8)『 寛文 印知集』 は,以 下 のHPを 参照 に した。
http://www.geocities.co.jp/SilkRoad-Desert/
3914/yamato_kohriyama_1664.html
9)た だ郡山藩 との関係 は,郡 山藩 の領地 が野崎
村 に引 き続 きあ った ので政 治面 では持続 して い
た。
10)大 坂 は江戸期 を通 じて,約30万 人の人 口で そ
の内の約10パ ーセ ン トが 「町人」 であ った(渡
邊1993:16)。
11)そ の後の帝 国鉄 道 の広 告で も文 面 は同 じで あ
る。
12)鉄 道開通 によ って舟 が途絶 えた ことは他 の文
献 に も見 られる。例 えば,昭 和 初期 の雑誌 に回
顧談 が記載 されている。 「野崎詣 りの舟 の杜絶 へ
たの は明治 時代で汽車 が通 るや うにな って か ら
寂 しくな った」(野 崎詣世話方1931:110)。
13)落 語用語。 噺の本題 に入 る前,時 事 ネ タ等 で
会場を和ませる もの。定型化 された もの も多い。
14)例 えば,東 出清光編 『大阪案内』,大 阪参文社,
1941な ど。
15)2005年9月12日 イ ンタ ビュー。
16)年 表 によ ると,昭 和11年 に本堂 を解体 とあ る。
鉄道 開通 によ って舟 が途絶 えた こ とは他 の文献
にも見 られ る。例えば,「 野崎詣 りの舟 の杜絶へ
た のは明治時代 で汽 車が通 るや うにな ってか ら
寂 し くな った」(野 崎詣世話方1931:110)。
17)2005年10月30日 イ ンタ ビュー。
18)2005,6年 のパ ンフレッ トを元に作成。
19)2005,6年 の参与 観察 に よる。
20)こ の言葉 は,A,B,C和 尚,Bさ んか ら聞
かれた。また,次 の文章 も参考になる。「亡 くなっ
た先代 の住職 は 『野崎観音 は国宝 も重要 文化財
もないけれ ど,こ こに来 た らほ っとす るなあ,
また明 日か ら頑 張ろ うと,誰 もが 自分 の故郷 だ
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1261 弘長元/亀 山 権大僧都実慶,寺 記を作成。
1294 永仁2/伏 見 入蓮と優婆塞秦氏が九重の石塔を建立。 大東市指定文化財2号 。
1562 永禄5/正 親町 畠山義豊,飯 盛山城の支城野崎城を落城させる。
1565 永禄8/正 親町





この頃,青wOGt-梵鷹 和 尚信州 よ り入 山 し再興 に着 手。 以降,曹
洞 宗。
1639 寛永16/明 正
本多政勝(忠 勝系)大 和小郡山藩主 となる。本多氏の帰依を
受ける。 この頃,大 和郡山長慶寺の末寺 となる。
1679 延宝7/霊 元
本多氏,陸 奥国福島に転封。 三田浄久 『河内鑑名所記』
出版。
1682 天和2/霊 元 青pp和 尚,開 祖一 世 と され る。野 崎 まい りは じま る。 こ こか ら曹洞 宗。
1685 貞享2/霊 元 山城井出,地 蔵院の末寺となる。
1686 貞享3/霊 元
四世,嶺 南 『福聚由慈眼寺光割牒』を記 し始める。嶺南和尚
の頃,観 音像,略 縁起の木版版を参詣客に配布。観音百籤を
始める。 この頃より野崎まいりが盛んになる。
1689 元禄2/東 山 大阪の両替商 ・平野屋五兵衛,本 堂再建。
1694 元禄7/東 山 五世,大 真和尚入山。「福聚山慈眼寺光割牒』を完成。 柳沢吉保老 中に准ず。
1704 宝永元/東 山
大和川の付け替え。この頃から徳庵堤から陸路と舟路が並行
することにより,名 物 「ふ り売 りげんか」始まる。
1708 宝永5東 山




1721 享保6/中 御門 7月,近 松門左衛門の 『女殺油地獄』,竹本座で初演。
1780 安永9/光 格 9月,近 松半二の 『新版歌祭文』,竹本座で初演。
1837 天保8/仁 孝 大塩平八郎の乱。俊棟和 尚,乱 の幹部柏岡富三郎を匿 う。 一説 に は,茨 田郡士 。
1801 享和元 秋里籬島著,丹 羽元国画
『河内名所図会』出版。
..
安政5/孝 明 十二世,庵 禅和 尚,書 院を建立。
1895 明治28
鉄道 開設。 この頃,5月1日 よ り10日 の間野 崎 に仮 停車 場 を
設 ける。
1912 明治45 野崎駅常設。
1934 昭和9 室戸台風により,本 堂が損傷。
1935 昭和10 東海林太郎の 「野崎小唄」大 ヒッ ト。
1936 昭和11 本堂解体。時局柄,再 建が許可されず。
1945 昭和20






台風によ り裏山崩れる。羅漢堂,阿 弥陀堂,役 行者像,損 傷。
庭園埋没。
1972 昭和47 豪雨により山崩れ。書院,新 座敷喪失。 大東水害。
*『大東 市史 』,野 崎観 音パ ンフ レ ッ ト,梵 鐘銘 文,縁 起 文 な どか ら作成。
